






 

トレッドミルによる運動負荷法は,被検者にとり自然な歩行或いは走行という運動様式を

取り入れており,負荷試験に非協力的な幼若小児においても,最大負荷に至るまでの負荷量

を被験者の意志に関係なく施行し得る点で,小児における運動負荷法として大きな利点を

有している。今回我々は Bruce らのプロトコールに従い自覚的最大運動負荷を健康中学生

に施行し,本法における正常小児の心拍数及び酸素消費量を検討したので,前年報告した小

学生の値とまとめて報告する。 


